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飲食店のためのデコレーション
花火活用ガイド



 　お客様が初めてレストランやカフェ、バーに来店するきっかけとして
多いのは、「記念日」です。今や飲食店は食事そのものだけでなく、演出
や空間の印象が体験価値を左右する時代になっています。 　
　その中で、デコレーション花火は“非日常を一瞬でつくり出す”演出ア
イテムとして注目を集めています。ケーキの上で光を放つ数秒間は、思
わずシャッターを切りたくなる特別な瞬間です。その輝きが写真やSNS
投稿を通して拡散され、店舗のブランド価値を高めます。
　本資料では、記念日演出の最新トレンドと、花火を中心にしたトータ
ルデコレーション提案のヒントをお届けします。
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記念日マーケティングの現在地

 「体験消費」の時代において、飲食店の価値は“味”から“思い出”へと進化しています。特に記念日利

用は、写真映え・サプライズ性・共有性の3要素が鍵です。SNSでは“#誕生日ディナー”“#サプライズ

ケー キ”といった投稿が増加し、来店動機の多くが「記念日を特別にしたい」という心理から生まれて

います。

　そこで重要なのが「五感に残る演出」です。花火の光と音は一瞬で場の空気を変え、視覚的にも聴

覚的にも“祝福の象徴”となります。飲食店にとってはリピートや口コミを誘発する強力なマーケティ

ングツールとなるのです。



デコレーション花火が選ばれる理由

　 デコレーション花火は、演出の手軽さと印象の強さを兼ね備

えたアイテムです。数秒の火花で場の空気が華やぎ、照明を落と

すだけで“特別感”が生まれます。

　火花の高さ・燃焼時間・発光色など、商品によって印象は大き

く異なり、ケーキやカクテルのサイズに合わせて使い分けること

で安全かつ効果的な演出が可能です。

　また、当社が扱う花火は煙が少なく、食材に影響を与えにくい

仕様です。飲食店での使用を想定した安全設計がされています。

　誰でも簡単に扱える点火方式で、スタッフ教育も最小限で済み

ます。演出力と実用性を両立した、飲食店にぴったりのアイテム

です。



プロポーズ

誕生日

カクテルに花火を
添えて、乾杯を
ドラマチックに

ケーキの中央に1本の
花火を立て、“主役を
照らす光”を演出

　記念日演出は「誰と、どんな瞬間を共有したいか」で決まります。

　たとえば誕生日なら、ケーキの中央に1本の花火を立て”主役を照らす光”を演出します。

プロポーズなら、照明を落とし花火の光でリングを引き立てます。バーでは、スパークリン

グワインやカクテルのボトルに添えて火花を上げ、乾杯の瞬間をドラマチックに彩るのも効

果的です。

　ポイントは”音”と”タイミング” 音楽と共にスタッフが合図を合わせることで、演出の完

成度が一段と高まります。演出の目的は「驚き」ではなく「感動」です。

花火はその象徴的なツールとして、あらゆるシーンで記憶に残る瞬間をつくり出します。

シーン別・演出アイデア集

バー

花火の光でリングを
引き立てる演出



トータルで魅せるケーキデコレーション

　花火は演出の主役ですが、真の感動を生むには“全体のデコレーション設計”が欠かせません。当社

のオーナメント商品数は業界トップクラスの自信があります。花火だけでなく、ピック・プレート・

柊・アクリル装飾などを組み合わせたトータル提案を行っています。

　たとえば、金色の花火に合わせたメッセージプレートや、ブランドイメージに沿った装飾素材の統

一提案など、店舗ごとの世界観を表現できるサポートが可能です。単なる“仕入れ”ではなく、“演出づ

くりのパートナー”として、店舗の記念日演出を支えます。



まとめ

　記念日はお客様の心に残る最高の瞬間です。その数秒を、光とデザインで演出できる

のがデコレーション花火の魅力です。火花が照らす時間は短くとも、その印象は永遠に

残ります。

　当社は、洋菓子・飲食業界の演出価値を高めるために、食品デコレーションをトータ

ルで提案する専門パートナーとして、あなたの店舗に最適な“輝き方”をお届けします。
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